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複合式シールド⼯法
地盤条件に応じて切⽻安定機構が選択できるシールド⼯法

技術概要
複合式シールド⼯法は、地⼭の条件に応じて切⽻の安定⽅式を選択できる機構を有するシールドです。１台のシール

ドで、⼟圧式シールドに適する地⼭条件に対してはチャンバー内に塑性流動化した掘削⼟による切⽻の安定を、泥⽔式
シールドに適する地⼭条件に対しては泥⽔による切⽻の安定を図ることができ、地⼭条件に対して適応範囲の⼤きい
シールドです。掘削⼟の排⼟は、⼟圧式と同様にスクリューコンベアで⾏い、スクリューコンベアからトンネル坑内の
区間は流体輸送で⾏います。

複合式シールド機の概要

■⼟質に適した切⽻安定機構を選択することで、複雑な地盤でも安定した掘進が可能です。

■切⽻を⼟圧式、坑内輸送〜処理を泥⽔式とすることで、⼟圧式で産廃となる掘削泥⼟を泥⽔
処理設備で分級することにより、⼟圧式よりも産廃汚泥量を減らすことができます。
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技術の特⻑

■１台のシールドで⼟質の状況に応じた切⽻安定機構を選択可能
・⼟圧式、泥⽔式の両機能を装備しているため、⼟質状況の変化に対応した切⽻安定機構の選択が可能で、複雑
な地盤においても安定した掘進が可能です。

■砂礫地盤への対応
・礫地盤では、クラッシャにより直接礫を砕き、流体輸送が可能です。

■産廃汚泥量の低減
・切⽻を⼟圧式、坑内輸送〜処理を泥⽔式とすることで、⼟圧式で産廃となる掘削泥⼟を泥⽔処理設備で分級
することにより、⼀般残⼟と汚泥に分けて処理することができるため、⼟質条件によっては、⼟圧式よりも
産廃汚泥量を減らすことができます。


